
平成 21 年 5 月

京都府理学療法士会会員各位

京都府理学療法士会 会長 並 河 茂

新人発表部理事 沼倉 たまき

新人発表部部長 西 村 純

平成 21 年度 新人発表部主催研修会および新人症例発表会開催のお知らせ

時下、各会員におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度、新人発表部主催研修会および第 9 回新人症例発表会を開催いたします。本症例発表会は新

たな知見や研究成果の報告を対象としたものではなく、日ごろの臨床実践の成果や疑問点を発表して

いただく場です。この発表会を、理学療法士としてレベルアップするための一つの場としてご活用く

ださい。ついては、下記の通り演題募集をいたします。

なお、研修会に参加されることにより新人教育プログラム A1 単位、本症例発表会で発表すること

により F1単位が認定されます。また、本症例発表会全セッション参加によりA1単位が認定されます。

対象会員の皆様から多くの演題をお待ちしています。

記

研修会

日 時 平成 21 年 10 月 25 日（日） 10：00～12：00（受付 9：30～）

場 所 京都大学医学部附属病院 臨床講堂（〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54）

テーマ ｢臨床に活かす研究方法 ～主観的指標から客観的指標への転換～｣

講 師 山田 実 先生 （京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）

参加費 1000 円（新人教育プログラム A1 単位が認定されます）

新人症例発表会

日 時 平成 21 年 10 月 25 日（日） 13：00～（受付 12：30～）

場 所 京都大学医学部附属病院 臨床講堂（〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54）

参加費 無料

（発表者は新人教育プログラム F 単位が、全セッション参加者は A1 単位が認定されます）



演題募集要項

1. 対 象 者：まだ学会発表等を行っていない F 単位未修得者

2. 新人症例発表に応募される方は、あらかじめ登録を行った上で、抄録を提出してください。

3. 登録方法：演題名、施設名、演者名、連絡先（電話番号・FAX・E mail アドレス）を以下の

原稿送付先（西村宛）まで郵送、FAX または E mail にてお知らせください。

4. 登録締切：平成 21 年 8 月 28 日（金）

5. 抄録提出：下記の項目について標準テキスト形式で保存したファイルを以下の原稿送付先（西

村宛）まで郵送または E-mail にて送付してください（郵送の場合はフロッピーディ

スクまたは CD）。

① 演題タイトル

② 筆頭演者・共同演者の氏名および所属施設名

③ Key Words：3 語

④ 本文：本文は 1200 字以内とし、図表は使用しないでください。

本文には【目的】【方法】【結果】【考察】等の小見出しをつけてください。

6. 抄録原稿締切り：平成 20 年 9 月 18 日（金）必着

7. 発表形式：口述発表。発表時間は 7 分間、質疑応答は 5 分間です。

発表は Windows Power Point を用いたコンピュータープレゼンテーションとします。

原稿送付先 〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54

京都大学医学部附属病院 リハビリテーション部

TEL：075-751-3571（FAX：075-751-3308）E mail：junn@kuhp.kyoto-u.ac.jp

西村 純 宛

8. F 単位未取得者への案内はがき

先だって、F 単位未取得者の方々には、はがきで通知いたしております。学会発表等をされた

にも関わらず、はがきを受け取られた方は単位が登録されていない可能性があります。事務局

池添（京都大学大学院 医学研究科 人間健康科学系専攻 075-751-3964 E-mail：

ikezoe@hs.med.kyoto-u.ac.jp）までお問い合わせください。

※ 本症例発表会で発表することにより新人教育プログラム F 単位が認定されます。対象となる方で、

今までに学会発表等をされていない方は（F 単位をまだ修得されていない方）可能な限りこの発

表会を利用して単位取得を行ってください。発表を行わないと新人教育プログラムが修了できま

せん。

※ 一人職場など、発表に際して指導者にお困りの方は、下記までお問い合わせください。

新人症例発表に関する問い合わせ

京都地域医療学際研究所附属病院 リハビリテーション科

沼倉たまき TEL 075-431-6121

京 都 大 学 医 学 部 附 属 病 院 リハビリテーション部

西 村 純 TEL 075-751-3571

（junn@kuhp.kyoto-u.ac.jp）

以上


